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コロナ禍における取組 ⺠間⼈材サービス会社と連携した緊急雇用対策（令和２年10月）

厳しい状況にある求職者への就職⽀援のため⺠間⼈材サービス会社とコンソーシアムを設⽴
事業者の採用意欲を高め雇用促進を図るため、失業者を採用した事業者へ⽀援⾦を⽀給

府特設ＨＰに掲載する求人特集を通じて失業者を採用し、3か月間職場定着をした場合支給条件

事業スキーム

支給額 正社員雇⽤︓25万円/⼈、⾮正規雇⽤︓12.5万円/人

支給対象 令和2年4⽉以降の失業者＊を採用した事業者

協⼒⺠間⼈材サービス会社
（府とコンソーシアムを設⽴）

令和2年4月
以降の
失業者＊

事業者

大阪府特設ＨＰ

各社の
求人特集を
掲載 特集サイトを通じて事業者へ応募 採用・定着

求人
開拓

求人
申込 ⽀援⾦

大阪府

＊令和2年4⽉以降に
離職などした府⺠の⽅

求人
特集

（約１７０社が参画）

�令和４年９⽉末までに
約５万人の就職を実現

【各社独自の特別協⼒】
・求⼈企業の開拓のほか、合同企業説明会や
セミナーの実施、企業向け採用ノウハウの支援
・失業者向け個別カウンセリングや就職説明会 など



公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 事業開始当時の状況

（単位：％）

（出典：総務省 労働力調査）

◆新卒未就職者をはじめとする若年求職者への就職支援を強化し、第二の就職氷河期世代を生まない取組が必要
◆デジタルに親和性のある若者世代を、DX等を推進する企業に結び付けていく

年齢別完全失業率（令和２年平均）
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（出典：厚生労働省・文部科学省 大学等卒業予定者の就職内定状況より就業促進課作成）

H26.3卒 H27.3卒 H28.3卒 H29.3卒 H30.3卒 H31.3卒 R2.3卒 R3.3卒

大学等卒業予定者の就職内定状況（全国）



大阪府主な
役割

就職をめざす若者、ＤＸ（ＩＴ）化の人材が不足している中小企業等の本事業への周知・誘導

就職をめざす若者に対するＤＸ（ＩＴ）に関する研修の実施、求人企業とのマッチング民間事業者

◆ コロナ禍の中、就職をめざす若者を対象に、DX(IT)兼務人材※1としての研修を実施し、
求人企業とマッチングすることで、第二の就職氷河期を防ぐ。

◆ DX（IT）研修は「OSAKA若者リ・スキリング・パートナーズ」※2の参画企業が無償で実施。

◆ 令和３年３月に各社と連携協定の締結等を行い、令和３年５月から研修の提供を開始。

※1ＤＸ（ＩＴ）と営業や総務人事等、他の業務を兼務し、企業で活躍できる人材 ※2リ・スキリング（職業能力再開発：Re-skilling）

公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 概要

DX（IT）化の
人材が不足する
中小企業等

DX（IT）化の
人材が不足する
中小企業等

大学コンソーシアム
大阪等との連携、

求職者向けセミナー、
広報媒体の活用等に
よる周知・誘導

就職を
めざす若者
就職を

めざす若者

❶「にであう」※に登録 ❷DX（IT）研修
（約1か月から３か月）

❸求人企業とのマッチング 就職へ

大 阪 府

OSAKA若者リ・スキリング・パートナーズ

研修提供企業

連携

中小企業支援機関
との連携、

企業向けセミナー、
広報媒体の活用等
による周知・誘導

民間人材サービス会社がマッチングを実施
OSAKA求職者支援コンソーシアム

広報協力企業

（人材紹介も実施）

※大阪府が開設した緊急雇用対策特設HP



公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 受講までの流れ

①「にであう」TOPページ ②各社のトレーニングへのリンク



公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 受講までの流れ

③各社のトレーニングの詳細ページ

④各社のHPへ



公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 広報の取組

◆令和３年４⽉にシンポジウムを開催し
新聞に記事広告として掲載

◆日本アイ・ビー・エム株式会社主催「Think Summit Japan 2021」
2021年 10月5日(火) - 8日(金) において事業内容を説明

◆Google ディスプレイ広告やTwitter 広告等を実施

◆Grow with GoogleのCMにおいて本事業を紹介



令和４年度の新たな取組 公民連携による「DX人材ラボ」

〇DXトレーニング等に興味・関心があるが、どのようなものを受講したら良いのかわからない求職者等に対し、DX人材ラボにおいて相談
に応じるとともに、各種トレーニングで身に着くスキル等を案内
〇オンラインでの受講が初めてで具体的なイメージが湧かない方や、受講を継続できるか不安を抱える方等に対し、トレーニングの体験が
できる場を提供することで、受講意欲の喚起や不安の解消を図り、トレーニングの受講につなげる

〇トレーニング受講後は、特設ホームページ「にであう」やOSAKAしごとフィールドにおける合同企業説明会等を活用し、就職につなげ
ていく

DXトレーニング
に関する相談

DXリ・スキルナビによって整理さ
れた情報をもとに、求職者からの
DXに関する相談にAIチャットボッ
ト等により対応。求職者に応じたト
レーニングを紹介。

DX人材ラボ（OSAKAしごとフィールド）

DXリ・スキルナビ
各トレーニングや職業訓練で身に付く内容等
を求職者向けにわかりやすく体系化、可視化

受講体験

受講体験を通じた
・受講意欲の喚起
・オンラインでの受講が初めての
方等の不安解消 等

求職者

DXトレーニング等を
受講
DX人材としての就職
力の向上

リ・スキリング・
パートナーズ企業

特設HP「にであう」の活用
■DX求人特集サイト
■DX人材オファーサイト

OSAKAしごとフィールドの
合同企業説明会等

就職活動 マッチング

DX人材を雇用する
意識が向上した会社

そもそもDXとは？
どういうスキルを身に付ければいい？



令和４年度の新たな取組 公民連携による「DX人材ラボ」 相談対応

「にであう」において相談員へのWEB相談や
AIチャットボットの利⽤が可能

総合就業支援施設であるOSAKAしごとフィールドに
トレーニングを体験できるコーナーを常設



令和４年度の新たな取組 公民連携による「DX人材ラボ」 求人特集

人材サービス会社との連携において集約した求人の中からDXに関する求人を特集化して掲載



20代
46.6%

30代
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50代
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60代
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70代
0.4%

未回答
1.3% 情報通信業
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サービス業
10%

医療・福祉
10%

卸売・小売業
7%

教育・学習支援業
6%

複合サービス業
6%

⾦融・保険業
4%

公務
4%

宿泊業・飲食サービス業
4%

その他
4%
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2%
不動産業・物品賃貸業

1%
年代
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公民のパートナーシップによる若者のＤＸ（ＩＴ）人材就職支援モデル事業 実績

令和３年度 令和4年度（2月末）
約3,500人 約3,300人男性

34%

⼥性

62%

未回答

4%

性別
（受講者のうち令和５年3月6日時点のアクティブユーザー） 受講者数




